


















作成例（上︓札幌市 下︓旭川市）
画像出典: Google Earth(上︓Landsat
/Copernicus 下︓©2025 Airbus）

作成ソフトが寒地河川チームのHPで公開されており、氾濫計算結果の
データを入手すれば、３D浸水ハザードマップを無料で作成できます。

浸水リスクを直感的に把握できるため、日本人の地域住民の方だけでな
く、土地勘のない日本人の旅行者の方や、日本語を読むことのできない
外国人の方も浸水の危険性を理解できます。

マップに載せた避難所情報の修正作業が容易である他、多言語対応が可
能、防災教育の学習教材としても活用できるというメリットもあります。

複数の自治体で採用（自治体のHPで公開）、国内外の防災教育で活用

https://river.ceri.go.jp/newpage/05_tool/3dhazardmap/index.html
（３D浸水ハザードマップの使用方法、作成ソフト、マニュアル等を公開）

本技術は、住民の方等が浸水リスクを直感的に把握できるように、Google 
EarthやGoogle Street View上に想定される浸水深を描画するものです。






























